
  第五次我孫子市こども総合計画（案）に対する 

意見募集（パブリックコメント）結果【子ども・若者からの意見】 

整理 

番号 
提出されたご意見 ご意見に対する市の考え方 

子どもからの意見（8-1～9-7） 

8-1 

意見 

 ロング昼
ひる

休
やす

みを中止
ちゅうし

じゃなくて延期
え ん き

にしてほしいです インフルエンザなどが流行
は や

った時
とき

や、その季節
き せ つ

に

よって、学校
がっこう

ごとに行事
ぎょうじ

を延期
え ん き

したり、中止
ちゅうし

したり

することがあります。児童生徒
じ ど う せ い と

の安全
あんぜん

を一番
いちばん

に考
かんが

え

て、できるだけロング昼
ひる

休
やす

みの時間
じ か ん

をとれるように、

学校
がっこう

に意見
い け ん

を伝
つた

えます。 

 
理由 

インフルエンザが流行
は や

った時
とき

にロング昼
ひる

休
やす

みが中止
ちゅうし

に

なってしまったので、中止
ちゅうし

じゃなくて延期
え ん き

にしてほしい

です 

9-1 

意見 

学童
がくどう

でも、あびっこでもない放課後
ほ う か ご

に行
い

ける勉強
べんきょう

でき

る場所
ば し ょ

、遊
あそ

べる場所
ば し ょ

があるとよいです。 

宿題
しゅくだい

や勉強
べんきょう

ができる場所
ば し ょ

として、学習
がくしゅう

支援
し え ん

教室
きょうしつ

などがあります。 

図書館
としょかん

では、読書
どくしょ

をしたり、調
しら

べ学習
がくしゅう

をしたりす

ることもできます。また、近隣
きんりん

センターのフリース

ペースやけやきプラザ 11階
かい

のうなきちさん家
ち

では、

静
しず

かに勉強
べんきょう

や読書
どくしょ

をするほか、友達
ともだち

とおしゃべりを

することもできます。 

 水
みず

の館
やかた

には、手賀
て が

沼
ぬま

について学習
がくしゅう

できるコーナ

ーや展望室
てんぼうしつ

があるので、ぜひ遊
あそ

びに来
き

てください。 

 場所
ば し ょ

や開
あ

いている時間
じ か ん

などは、市
し

のホームページ

で確認
かくにん

できます。 

 

理由 

一人
ひ と り

で留
る

守番
す ば ん

するのがいやな時
とき

に自由
じ ゆ う

に行
い

けるところ

があるとありがたいです。 

9-2 

意見 

手賀
て が

沼
ぬま

をもっと活用
かつよう

した遊
あそ

び場
ば

が出来
で き

たらうれしいで

す。我孫子
あ び こ

と柏
かしわ

をつなぐジップラインとか、手賀
て が

沼
ぬま

で遊
あそ

べるものがいいです。 

ジップラインなどの遊具
ゆ う ぐ

を手賀
て が

沼
ぬま

に設置
せ っ ち

すること

は 難
むずか

しいですが、我孫子市
あ び こ し

には手賀
て が

沼
ぬま

親水
しんすい

広場
ひ ろ ば

や

手賀
て が

沼
ぬま

公園
こうえん

など、水辺
み ず べ

で楽
たの

しめる施設
し せ つ

があります。特
とく

に、親水
しんすい

広場
ひ ろ ば

には、水遊
みずあそ

びができるじゃぶじゃぶ池
いけ

や

手賀
て が

沼
ぬま

が見
み

える広
ひろ

い芝生
し ば ふ

広場
ひ ろ ば

があります。水
みず

の館
やかた

の

中
なか

にはプラネタリウムやレストランもありますの

で、ぜひ遊
あそ

びに来
き

てください。 

また、手賀
て が

沼
ぬま

の近
ちか

くではいろいろなイベントが

開催
かいさい

されています。イベントについても、みなさん

にわかりやすくお知
し

らせできるよう工夫
く ふ う

していきま

す。 

 

理由 

我孫子
あ び こ

にもっとたくさんの人
ひと

が遊
あそ

びに来
き

てくれるかも

しれないです 

9-3 

意見 
市民
し み ん

プールが出来
で き

たらうれしい。 市民
し み ん

プールを作
つく

るには、プールを作
つく

る大
おお

きな場所
ば し ょ

が必要
ひつよう

ですが、我孫子
あ び こ

市内
し な い

にはすぐに作
つく

れる場所
ば し ょ

が

ありません。また、以前
い ぜ ん

は、小学校
しょうがっこう

のプールを夏休
なつやす

みに開
あ

けていましたが、安全面
あんぜんめん

や熱 中 症
ねっちゅうしょう

への対策
たいさく

が十分
じゅうぶん

にできないため、現在
げんざい

は、市内
し な い

の室内
しつない

プール

を夏休
なつやす

みに無料
むりょう

で使用
し よ う

できるようにしています。 

取手市
と り で し

にあるグリーンスポーツセンターには、夏休
なつやす

みに利用
り よ う

できる外
そと

プールがあり、取手
と り で

市民
し み ん

と同
おな

じ

料金
りょうきん

で利用
り よ う

できるので、こちらのプールをぜひご

利用
り よ う

ください。 

 

 

理由 

外
そと

のプールで泳
およ

ぎたいです。 

別紙 2 



9-4 

意見 

小学校
しょうがっこう

の部活
ぶ か つ

の種類
しゅるい

を増
ふ

やして欲
ほ

しいです。 部活動
ぶかつどう

の種類
しゅるい

を増
ふ

やすことは 難
むずか

しいですが、

具体的
ぐたいてき

にやりたい活動
かつどう

がある場合
ば あ い

は、学校
がっこう

の先生
せんせい

に

相談
そうだん

してみてください。地域
ち い き

クラブなどはあるのか、

どうすれば活動
かつどう

できるのかなど、一緒
いっしょ

に考
かんが

えてくれ

ます。 

 
理由 

興味
きょうみ

のあるものがないです。 

9-5 

意見 

小児科
しょうにか

を増
ふ

やして欲
ほ

しいです。 現在
げんざい

全国
ぜんこく

で小児科
しょうにか

の医師
い し

が不足
ふ そ く

しています。

我孫子
あ び こ

市内
し な い

の小児科
しょうにか

は混
こ

んでいるので、近
ちか

くの市
し

の

小児科
しょうにか

に行
い

って診察
しんさつ

を受ける人
ひと

もいます。 

そのため、令和
れ い わ

6年度
ね ん ど

から「我孫子市
あ び こ し

小児科
しょうにか

診療所
しんりょうじょ

開業
かいぎょう

促進
そくしん

補助
ほ じ ょ

金
きん

」という支援
し え ん

制度
せ い ど

を始
はじ

めました。こ

の制度
せ い ど

は千葉県
ち ば け ん

で初
はじ

めての取組
とりくみ

で、我孫子市
あ び こ し

の西側
にしがわ

に小児科
しょうにか

の診療所
しんりょうじょ

を新
あたら

しく作
つく

る人
ひと

や、すでにある

診療所
しんりょうじょ

に小児科
しょうにか

を追加
つ い か

する人
ひと

に、お金を支援
し え ん

する

制度
せ い ど

です。この仕組
し く

みによって、小児科
しょうにか

の診療所
しんりょうじょ

が

増
ふ

えることを目指
め ざ

しています。 

 

理由 

どこも混
こ

んでます。たくさん待
ま

たされたり、予約
よ や く

が必要
ひつよう

みたいで、大変
たいへん

です。 

9-6 

意見 

ランドセルをやめたいです。 ランドセルは、体
からだ

への負担
ふ た ん

を軽
かる

くしたり、丈夫
じょうぶ

で

安全
あんぜん

な作
つく

りになっていたり、たくさん良
よ

いことがあ

るので、学校
がっこう

ではランドセルをすすめています。 

体
からだ

に合
あ

わないなどの事情
じじょう

がある場合
ば あ い

は、学校
がっこう

に

相談
そうだん

してみてください。 

 

理由 

重
おも

いし、あまり入
はい

らないです。とても高
たか

かったみたい

です。好
す

きなリュックだと安
やす

いし、個性
こ せ い

もあって楽
たの

しい

と思
おも

います。 

9-7 

意見 
大谷
おおたに

選手
せんしゅ

の贈
おく

ってくれたグローブで遊
あそ

びたいです。 学校
がっこう

の先生
せんせい

に保管
ほ か ん

している場所
ば し ょ

や使
つか

い方
かた

を聞
き

いて

みてください。ルールを守
まも

って、楽
たの

しく遊
あそ

んでくだ

さい。 

 理由 
いま、どこにあるのかわかりません。 

若者からの意見（10-1） 

10-1 

意見 

若者の居場所支援を行っていくべきだと思う。 社会参加は、人とのつながりを築き、協力し合う

ことで、自己肯定感を高め、自己成長を促します。 

地域活動やボランティアは、自分が関心のある分

野や自分にできることから、だれでも始められる身

近な活動です。 

「あびこ市民活動ステーション」と「ボランティ

ア市民活動相談窓口て・と・り・あ」は、市民活動

を行っている方やこれから始めようとしている方を

サポートする施設です。 

また、「地域に居場所を持ちたい」「地域の活動に

参加してみたい」「ボランティアを経験してみたい」

という方には、市民活動団体を紹介したり、イベン

トや講座の案内をしたり、地域で何かをしてみたい

と思ったときに、相談できる場所・情報を集められ

る場所でもあります。 

若者の居場所については、国が策定した「こども

の居場所づくりに関する指針」に基づき、調査と検

討を進めていきます。 

いただいたご意見を踏まえ、第 4 章 3-4 子どもの

居場所と体験活動の充実について、別紙 3 のとおり

修正しました。 

 

理由 

現在の行政が行っている若者支援の多くは、就労支援

が中心になっていることが多いため、（例：サポステなど）

引きこもりや「社会のレールから外れてしまった」と感

じた若者にとって、社会復帰したいと思っていても、い

きなり就労だとハードルが高すぎるのではないかと感じ

ている。まず必要なのは、「自己肯定感を上げる」「孤立

させない」ための安心できる居場所だと思う。 

その中で、自分の好きなことを話したり、それを誰か

と共感したりすることで、心の健康状態が安定したり向

上心が生まれるようになると思う。 

それに、利用者同士が刺激し合うことで、「あの人がで

きるなら、自分にもできるかも」といった場の力が、社

会参加への第一歩になるのでは？ 

「働くこと」をゴールにするのではなく、「自分の生き

方や価値観を見つけること」や、「誰かの役に立つ経験を

すること」も支援の中で大事にされるべきだと考えてい

る。すぐに「働きたい！」と思う若者にはしっかりとし

た就労支援を提供する。一方で、まだ働くことを望んで

いない若者には、ボランティアや地域活動など、社会参

加につながる選択肢を用意するといったことが求められ

ていると思った。 

支援の 1 つの入り口として、「自己肯定感を上げて自信

をつけられる環境」があってもいいのではないかと感じ

ている。 

 


